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射 当柳 こおける口腔多発癌の 4症例

太平 敦郎 書盛名 秀行
鶴巻 浩 卓坂井 広也

森 勝 凍 図 倍 漕 畏諾 歯学部)人橋 摘

鯛 責 凍 山鯛 男 漕 畏貼 字病院)

当科において過去17年間iこ経験 したrl陛多発癌 (扇平

上皮癌1cT)Jt症例を報告する.症例 1'.69歳,女性.初

諺 ;昭和52年 1F】18[1.舌癌 (TINIMo)の診断で放射

級 (60Gy),動注化学療法後,舌部分切除, 卜頚部郭

清術,術後照射 (5OGy)施行した.昭和59年5月4E].

左口圧痛出現,睡噛摘出術,放射線,化学瀬法施行した.

症例 2:45歳.男性.初診 こ昭和54年12月19H.右下顎

歯肉癌 (T2NIMo)の診断で T{顎骨部分切除,仝頚部部

活術.術後放射 (5OGy)施行.平成1年 1月6t.7.左

下顎歯肉癌出現,下顎骨部分切除,上頚部郭清術施行 し

た.症例3:75歳∴女性.附和50年 2月13〔上 他病院で

左r7庇癌の診断で放射線,動注化学墳法施行後,当村で

経過観額一二..巨 昭和59年1()月26[_i,右し~｣峡咽頭 (軟[:-J蓋)

癌出現,し一一ザ一一-焼灼した.症例11:82歳.男性.初診 ;

平成 1年5月26El.右f:瓢歯肉癌 (T4NoMo)(ノ')診断で

腫壕摘出術施行.平成3年吊IL)5fl.上唇部頬粘膜癌出

現し睡壕摘出術施行した.

5)頭馳押締′り鞘部リンパ節虹移診断における
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頚部郭清術を行一･つた頭頚部癌30症例の頚部 リンべ節転

移について術前の臨床所見と C'Ⅰ､所見を比較検討 し次

の結果を得た.尚.Cr t (1うりンべ節の人ききが 15

mm 以_上 (2)rim enhancement.,centrallue(さIICl,

が認められる場合を転移陽性例とした.

1. 組織学的転移陽性例は2Of礼 陰性例は10f町であっ

た.

2. 臨床所見では転移陽性例25†札 陰性 5例であり

true-positive76.096,true-negative80.0%てあ･･'た.

3. CT 所見では転移陽性,陰性いずれも15例であり

tru e-Positive93.3,OJb,true-negative60.0%であった.

4. 臨床所見,CT所見の aecul･aCyはいずれも76.7

%で,centrallucencyを示 した12f姉ト8例に節外浸潤

を認めた.

以上より Crは転移 Ijソバ節の診断に･1-分臨床的価

値があi).特に節外浸潤の有無を知る._Lで有用と考え三､,

れた.

61腎癌細胞株におけ るイ ンタ-フ ェロン及び

酷処flt!;･こ､しる lymphokine-act･ivat･ed kil-

1erLLAIく1)細泡に対す る感受 件L/')変化
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腎癌細胞株 (ACHN,RRC.･Ylを開いて, 仁ン.IJ-

vLltedkillL,r(LAK〕細胞に対する感受性に及(こf寸懐手智

につき検討し.こLT)とき腫癌細胞 巨')†najorhist(ナCOnl-

palibjlitycomplexLMHe)I)うスI抗原の発現し【二ハ関

係に-~つし､ても検討 した.7ロー.-サ イトJトリ-I(FCh･rl)

による解析では.未処理の ACFlN.KRC:Y とも '/:)

スl抗原を発現 してお り. これは IFN-･･αまたは 一㌢に

よi)増強され pトⅠ二ii:')酸処理によ･,て減弱 した.rFN1-

または ltによる処理は明かに LAK 細胞に対する感

受性を低下させた,腫癌細胞上cT)I)十1,一日 抗原の増強に

ともない L/＼R 細胞iこ対する感受性が紙下すると言:)

報告が風られるが, 今回の検討では両者殿関係は必ず

しも平行 しなか-･-た.tTLJILr)結果は臨床的に授与された

肝N をこよって腎癌細胞の 隼AK 細胞をこ封する挽銃後が

誘導 され得る可能性と,RCC 上で高率に発現される'7

うーり 抗原二は必ず しも LAIく墳法に不利上(.上丘IL.,ない

事を示唆 している.
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併用養子免疫療 法
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転移巣を･有する進行性腎細胞癌iこ対 して未輸血より誘

導 した LAK 細胞の移入及び IL-2の全身投与.cyClo -

phosphamide(CY)投与を併用 した養子免疫療法を5

例 (6回)施行した.第 1週目に 1円2.4×105Ul】L--

2を5日間全身授与 し,第2週 目には血球分離装置 (V-

50)で 5E用司IeukこIPheI-eSisを行い,比蚤遠心法で リ

ンパ球を分離 した.この りソバ球を IL-2(2,0α)Ul.:ml)

添加 RPMll,640培地で 7-.9日間培轟することによ

りLAK 細胞を誘導 した.leukapheresis終了後 CY を

300mg..!■m2授与 し,第 3週 日に再び 2.4×105ulの lL-


